
2012 年 3 月 1日

すべての原発を廃炉に！東海第２原発をとめよう！

－「東海第２原発の運転差し止め訴訟」原告団募集の呼びかけ－

呼びかけ人（50 音順）

相沢 一正（元東海第２原発訴訟原告、

東海村議会議員）

大石 光伸（常総生活協同組合副理事長）

川口 玉留（茨城平和擁護県民会議会長）

進藤 寛 （憲法を生かす会・茨城代表、

茨城大学名誉教授）

根本 がん（元東海第２原発訴訟原告）

披田 信一郎（元龍ヶ崎市議会議員）

（趣旨）

昨年 3 月 11 日に発生した東京電力福島第一原子力発電所の事故は、人間の生存を脅かす

重大な事態を招きました。私たちも被ばくを受け、いのち生み出す大地も海も湖沼も汚染

されました。事故によって放出された放射能は、高レベルで被ばくした場合の生命の危険

はもちろん、低レベルでも人間の遺伝子を損傷し免疫機能を壊すなど恐ろしい性質をもっ

ています。

私たちは、今後長い年月にわたって放射能がもたらすであろう人体や動植物、自然環境

への深刻な影響に、恐れおののきながら生活しなければなりません。これは生存権の侵害

以外のなにものでもありません。

原発の安全は「止める」「冷やす」「閉じ込める」ことによって確保されるものですが、

原子炉内の核分裂自体は極めて危険なものであり、今回の福島第一の事故では制御不能に

陥った原発の怖さをまざまざと実感させられました。

安全に「絶対」などなく、地震が多い日本では、極めて危険なものだと言わざるをえま

せん。また、運転に伴って発生する使用済み核燃料など、膨大な核のゴミ処分方法も未解

決であり、このままでは遠い将来にまで重大な禍根を残すことになります。

茨城県東海村にある東海第２原発も今回の地震津波で、外部電源は全て停止し非常用電

源や冷却機能の一部が失われるなど、一歩まちがえれば福島第一と同様の事故に陥る「あ

わや」の状況でした。



すでに稼働から 32 年以上が経過して老朽化し、周囲は国内最高の人口密集地です。半径

30 キロ圏内には 100 万人以上の人が暮らし、半径 110 キロ圏内には東京を含む首都圏 4 千

万人をかかえ、東海第２原発に再び福島と同じ重大事故があるときは首都機能も失う危険

きわまりない原発です。再稼働を許さず、廃炉にするよう求めます。

私たちは、茨城県内はもちろん、東北・関東一円の方々にも呼びかけ、「運転差し止め訴

訟」を提起することとなりました。

人間の生活も経済活動も命と健康があってこそ成り立つものです。人間の生存を脅かす

原発をなくすため、ぜひ訴訟の原告あるいは賛同者としてご参加くださるようお願い申し

あげます。

【提訴の時期】 2012 年 5 月を予定

【原告団】個人参加とします。別紙原告団参加申込書にご記入頂き、年会費を添えて呼び

かけ人までお渡し下さい。遠方の場合は原告団参加申込書を下記原告団事務局まで郵

送の上、年会費のお振り込みをお願いします。

（原告団会費）原告となる場合、年会費 初年度 2 万円、次年度以降 1 万円をご負担頂きま

す（初年度会費は、訴状の印紙代 13,000 円を含みます）。

（年会費振込の場合の振込先）

ゆうちょ銀行 店番 068 普通 0201047 東海第２原発運転差止訴訟原告団

常陽銀行 店番 086 普通 1561973 東海第２原発運転差止訴訟原告団

（弁護士への訴訟委任状）原告になられた方は、別途弁護士へ代理委任する「訴訟委任状」

を作成して頂きます。

【弁護団】過去の東海第２原発訴訟に関わった地元弁護士および「脱原発弁護団全国連絡

会」のメンバーを中心に東海第２原発運転差し止め訴訟弁護団を結成します。

【賛同】趣旨に賛同して裁判を支援して頂ける方も募ります。別紙訴訟賛同申込書にご記

入の上、個人の場合年会費 1口 3,000 円、団体の場合年会費 1 口 5,000 円の賛同金（カ

ンパ）をお願いします。申込書に賛同金を添えて呼びかけ人、所属賛同団体、または

原告団事務局までお渡し下さい。

遠方の場合は、賛同申込書を下記原告団事務局まで郵送頂いた上、賛同金を上記ゆう

ちょ銀行または常陽銀行の口座へお振り込みをお願いします。

【連絡先】

根本（029-253-1433）、相沢（029-282-3619）、披田（0297-66-6471）、茨城平和擁護県民会議事

務局（029-221-6811）、憲法を生かす会・茨城（029-233-1110 又は永田 090-4127-3163）

（原告団事務局）常総生活協同組合 〒302-0109 茨城県守谷市本町 281

tel：0297-48-4911 fax：0297-45-6675

tel:0297-48-4911


東海第２原発運転差し止め訴訟 原告参加申込書（原告用）

年 月 日

区 分 原告に参加します

氏 名

（ふりがな）
性別 □ 男 □ 女

生年

月日

（西暦）

年 月 日

住 所

〒

職業または

所属団体

連絡先

（自宅または職場）

（携帯）

（ｅメール）

備 考

※ご意見等ありましたらご記入下さい。

年会費を添えて、呼びかけ人に直接お渡しください。

遠方の場合はこの申込書を原告団事務局（常総生協）まで郵送の上、ゆうちょ銀行または

常陽銀行の原告団口座に年会費のお振り込みをお願いします。



東海第２原発運転差し止め訴訟 賛同申込書（賛同者用）

年 月 日

区 分

趣旨に賛同し支援します

（個人・団体） 口 円

氏名または

団体名およ

び代表者名

（ふりがな）

個人の

場合

性別

□ 男

□ 女

氏名団体名

の公開
氏名・団体名を （ 公開してよい 匿名 ）

住 所

〒

職業または

所属団体

連絡先

（自宅または職場、団体）

（携帯）

（ｅメール）

備 考

※ご意見等ありましたらご記入下さい。

呼びかけ人または賛同団体に賛同金（カンパ）を添えてお渡し下さい。遠方の場合はこの

申込書を原告団事務局（常総生協）まで郵送の上、ゆうちょ銀行または常陽銀行の原告団

口座に年会費のお振り込みをお願いします。


